
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平 成 ２ １ 年

№ ２ ２
２００９．１１ 

 
  

 
  耕作放棄地を解消しましょう！ 増える耕作放棄地／農地の利用について考えてみませんか／ 

                     農地パトロールを実施します 

 
  お尋ねします 皆さんの農地利用に関する意向についてお聞かせください／農作業の請負ができる 

           方を募集します 

 
  農地制度が変わります！ 改正農地法等が施行され、新たな農地制度がスタートします／相続税 

納税猶予制度の見直しについて 

 
  農業者年金加入者に聞きました 農業者年金に加入しませんか？／農業委員会委員選挙人名簿 

／全国農業新聞・全国農業図書購読案内 

 
  農業委員活動紹介 こんな活動もしています！／農業委員選任について／平成 21 年度事業計画 

 
  市長への建議・認定農業者の輪など 市街化区域内農地の固定資産税高額負担軽減について 

建議しました／認定農業者の輪～認定農業者を募集して 

います／農地移動状況／編集後記 

 

２

６-７ 

４

５

３

８
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農地は、農業生産・経営が展開される基礎的な資源です。 

農地を確保し、その有効利用を図ることは、食料自給力を 

強化する上で必要不可欠です。 

倉敷市では耕地面積が１０年前と比べると，約６割の水準 

にまで減少するとともに、農業従事者の減少や耕作放棄地 

の面積拡大が進んでいます。 

 
 

岡
山
県
内
の
耕
作
放
棄
地
は
、
２
０
０
５ 

年
（
平
成
17
年
）
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る 

と
、
面
積
は
１
万
517
㌶
、
面
積
率
は
16
・
７ 

％
（
全
国
平
均
９
・
６
％
）
と
な
っ
て
お
り
、 

20
年
前
の
昭
和
60
年
と
比
較
す
る
と
、
面
積 

は
２
・
２
倍
、
面
積
率
は
10
・
９
ポ
イ
ン
ト 

と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
倉
敷
市
農
業
委
員
会
が
平
成
20
年 

に
調
査
し
た
耕
作
放
棄
地
全
体
調
査
で
は
、 

田
119
㌶
、
畑
14
㌶
、
合
計
133
㌶
の
耕
作
放
棄 

地
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
面
積
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
米
の 

収
量
552
㎏
（
平
成
20
年
12
月
農
林
水
産
統
計

調
べ
）
か
ら
計
算
し
て
み
る
と
、
約
６
千
500 

ｔ
を
越
え
る
米
が
生
産
で
き
て
い
な
い
こ
と 

に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
は
市
民
一
人
が
年
間
60
㎏
の 

米
を
消
費
す
る
と
し
て
、
約
10
万
９
千
人
の 

食
糧
に
相
当
し
ま
す
。 

増

え

る

耕

作

放

棄

地 

今
ま
で
の
法
律
で
は
、
農
地
を
売
買
す
る
時 

や
貸
し
借
り
を
す
る
時
に
、
農
地
を
効
率
的 

に
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
規
定 

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
法
改 

正
に
よ
り
、
農
地
の
売
買
の
み
な
ら
ず
、
農 

地
を
相
続
し
た
場
合
で
も
、
農
地
を
所
有
又 

は
耕
作
す
る
人
は
、
農
地
の
適
正
利
用
に
対 

し
、
責
任
を
負
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
て 

み
ま
せ
ん
か
。 

平
成
21
年
に
改
正
さ
れ
た
農
地
法
で
は
、

「
農
地
に
つ
い
て
所
有
権
又
は
賃
借
権
そ
の 

他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を 

有
す
る
者
は
、
当
該
農
地
の
農
業
上
の
適
正 

か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
よ
う
に
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
第
２
条
の
２
）
と 

い
う
規
定
が
新
た
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
農
地
を
相
続
し
た
も
の
の
、
住 

所
が
遠
方
で
耕
作
が
で
き
な
い
と
か
、
高
齢 

で
耕
作
が
で
き
な
い
な
ど
、
い
ろ
ん
な
事
情 

で
耕
作
が
で
き
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。 

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
貸 

し
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
権
設
定
な 

ど
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
「
耕
作
が
で
き 

な
い
！
」
と
い
う
方
は
、
農
業
委
員
会
ま
で 

ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
貸
し
借
り
で
き
ま
す
―
利
用
権  

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。 

農
業
委
員
会
で
は
今
年
度
も
市
内
の
農
地 

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
耕
作
放
棄
地
の
現
地 

調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

み
な
さ
ま
の
お
近
く
の
農
地
を
調
査
す
る 

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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皆
さ
ん
の
農
地
利
用
に
関
す
る
意
向
に
つ
い
て 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

「みなさまからの 

情報をお待ちしてい

ます。」 

 

お問い合わせ先 

本庁農業委員会 

事務局 〒710-8565 

倉敷市西中新田 640 番地

  ４２６－３８９５ 

FAX ４２１-２４００ 
ホームページ 
http://www.city.kur
ashiki.okayama.jp/n
ogyo/ 
Ｅメール 

comagr@city.kurashi
ki.okayama.jp 

 

児島支所児島駐在

４７３－４３７４ 

 

玉島支所玉島駐在

５２２－８１２６ 

 

真備支所真備駐在

６９８－５０４２ 

 

庄支所 

４６２－１２１２ 

 

茶屋町支所 

４２８－０００１ 

 

船穂支所 

５５２－５１１０ 

農
業
委
員
会
で
は
、
市
内
農
地
の
有
効 

活
用
を
図
る
た
め
、
今
後
の
農
地
の
利
用 

方
針
や
農
業
経
営
に
関
す
る
お
考
え
に
つ 

い
て
の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。 

・
農
地
を
規
模
拡
大
し
て
農
業
所
得
を
増

や
し
た
い
。 

・
労
力
不
足
で
農
業
が
で
き
な
い
の
で
、

誰
か
耕
作
を
し
て
欲
し
い
。 

・
相
続
し
た
が
通
作
が
で
き
な
い
の
で
、

農
地
を
購
入
し
て
欲
し
い
。 

… 

な
ど
、 

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
農
業
委
員
会
事
務 

局
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
倉
敷 

市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
管
理
し 

ま
す
が
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
売
買
や
貸 

借
を
希
望
す
る
農
地
と
し
て
情
報
提
供
に 

供
し
ま
す
。 

農
家
の
働
き
手
が
疾
病
等
で
農
作
業
に

従
事
で
き
な
い
場
合
な
ど
、「
農
作
業
を
請 

負
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
…
」
と
考
え

る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
農
業
委
員
会
で
は
農
作
業
の

受
託
を
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

◆
対
象
と
な
る
方 

… 

倉
敷
市
及
び
周
辺

で
農
作
業
受
託
を
行
っ
て
い
る
方
。 

□
提
出
方
法 

… 

別
紙
の
「
農
作
業
受
託 

登
録
票
」
を
ご
記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵 

送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
願 

い
し
ま
す
。
な
お
、
農
作
業
受
託
登
録
票 

は
農
業
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ 

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

■
ご
注
意 

… 

農
作
業
受
託
登
録
票
を
ご

提
出
い
た
だ
い
た
方
の
情
報
は
、
農
作
業

受
託
登
録
者
名
簿
に
登
載
し
、
農
作
業
の

委
託
を
希
望
す
る
方
に
対
し
情
報
提
供
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
受
委
託
作
業
料
金
に

つ
い
て
は
、
受
委
託
さ
れ
る
当
事
者
が
話

し
合
い
に
よ
り
決
め
る
こ
と
と
し
、
農
業

委
員
会
で
は
そ
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

農
地
利
用
意
向
調
査
の
実
施
に
つ
い
て 
◆
対
象
と
な
る
方 

… 

倉
敷
市
内
の
市
街 

化
調
整
区
域
内
の
農
地
を
所
有
す
る
（
相
続

未
了
で
管
理
し
て
い
る
場
合
を
含
む
）
方
、

ま
た
は
耕
作
し
て
い
る
方
。 

□
ご
意
見
の
提
出
方
法 

… 

別
紙
の
「
農
地

利
用
に
関
す
る
意
向
調
査
票
」
を
ご
記
入
の

う
え
、
持
参
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
農
地
利

用
に
関
す
る
意
向
調
査
票
は
農
業
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

… 

本
庁
農
業
委
員
会
事

務
局
（
〒
710-

8565 

倉
敷
市
西
中
新
田
６
４

０
）
 

４
２
６
‐
３
８
９
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ 

４
２
１
‐
２
４
０
０
、
農
業
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://
www

.ci
ty.

kur
ash

i

k
i.o

kay
ama

.jp
/no

gyo/

、

Ｅ

メ

ー

ル

c
oma

gr@
cit

y.k
ura

shi
ki.

oka
yam

a.j
p 

農
作
業
の
請
負
が
で
き
る 

方
を
募
集
し
ま
す
。 

上
記
の
農
地
利
用
意
向
調
査
と
は
別

に
、
お
近
く
の
地
元
農
業
委
員
が
耕
作
放

棄
地
の
利
用
に
関
す
る
意
向
調
査
に
お
伺

い
し
ま
す
。
こ
の
意
向
調
査
の
結
果
に
よ

り
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
考
え
て
い
き
ま
す
。 

◆
対
象
と
な
る
方 

… 

農
業
委
員
会
が
調

査
し
た
市
街
化
調
整
区
域
内
の
耕
作
放
棄

状
態
に
あ
る
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
管
理
・
耕
作
し
て
い
る
方
。 

□
調
査
時
期 

… 

平
成
21
年
11
月
か
ら 

12
月
ま
で
。 

□
調
査
方
法 

… 

地
元
農
業
委
員
が
直
接

ご
自
宅
に
お
伺
い
す
る
か
、
電
話
で
耕
作

放
棄
地
状
態
に
あ
る
農
地
の
利
用
に
関
す

る
お
考
え
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
農
業
委
員
は
農
業
委
員
会
委

員
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
身
分
証
明
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
利
用
に
関
す
る
意
向 

調
査
を
実
施
し
ま
す
。 
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     現  行 改 正 後
継続期間 相続税の申告期限の翌日から２０年間 農業相続人の死亡の日まで 
貸し付け 
た場合 

相続人が自ら営農をしなければならない 
○猶予期間中に農地を貸し付けた場合、貸
し付けた農地に対する猶予税額を納付（貸
し付けた面積が 20%を超えた場合は、猶予
税額の全額を納付） 
○身体障がいなどにより営農できなくな
って農地を貸し付けた場合、猶予税額の全
額を納付 

農地を貸し付けても納税猶予は継続 
○農業経営基盤強化促進法に基づく事業(※)に
よる貸し付け 
○身体障がいなどにより営農が困難になった
場合による貸し付け 
☆農業経営基盤強化促進法に基づく事業(※)により

既に貸し付けられている農地について、新たに相続

が発生した場合も納税猶予の対象になります。 
譲渡等し 
た場合 

○猶予面積の 20％を超えて農地を譲渡(収
用交換等を除く)した場合には、猶予税額
の全額を納付 

○農用地区域内の農地を農業経営基盤強化促
進法に基づく事業(※)により譲渡した場合は、
猶予面積の 20％を超えても猶予は継続（譲渡
部分についての猶予税額を納付） 

利子税 ○猶予が打ち切られた場合は、猶予税額＋
利子税(4.0％)を納付(日銀基準割引率 0.5％の場合) 

○猶予税額の納付に伴う利子税を軽減 
4.0％⇒2.2％(日銀基準割引率 0.5％の場合)  

(※)利用権設定等促進事業、農地保有合理化事業、農地利用集積円滑化事業による貸し付けをいいます。 

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
が
改
正
さ
れ
、
農
地
法
が
施
行
さ
れ
た
日
以
降

に
相
続
が
開
始
さ
れ
た
も
の
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
市
街
化
調
整

区
域
内
農
地
で
既
に
特
例
を
受
け
て
い
る
人
は
、
自
ら
が
農
業
経
営
を
す

る
場
合
は
、
申
告
期
限
か
ら
20
年
間
で
免
除
確
定
に
な
り
ま
す
。(

貸
し

付
け
た
場
合
は
、
改
正
後
の
取
り
扱
い
と
同
様
に
な
り
ま
す
。) 

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て 

市街化調整区域の農地 

＋ 現行 
どおり 

身体障がいなどにより自ら営農が困難となった場合は、 
適用農地の貸し付けが可能 

都市計画制度の見直しを踏まえて、今後必要な見直しを検討 
することとされています。

相続税の申告期限の

翌日から 20 年間営農

により猶予税額免除 

市街化区域内の農地 

 

 

 
● 農地を利用できる者の範囲が拡大されます（一定の要

件を満たす必要があります）。 
● 市町村等が農地所有者から委任を受け代理して担い

手に貸し付け等を行う事業が新設されます。 

平成 21 年 6 月 24 日、「農地法等の一部を改正する法律」が公布されました。 
21 年中には、「農地の利用に関する責務規定」を設けた改正農地法等が施行され、 
新たな農地制度がスタートします。 

 

 

 
● すべての遊休農地が指導の対象となります。 
● 農業委員会が、年１回農地の利用状況を調査します。

● 遊休農地の所有者等に対しては、農業委員会が指導・

勧告などを行います。 

 

 

 
● 違反転用等に対する処分・罰則が強化されます。 
● 都道府県知事等による行政代執行制度が創設されま

す。 

 

 

 
● 相続等によって農地を取得した人は、農地のある農業

委員会へ届出が必要になります。 
● 届出をしなかったり、虚偽の届出をすると、10 万円

以下の過料に処せられることになります。 
● 耕作できない場合等は、農業委員会から貸し借り等の

あっせんを受けることができるようになります。 

 

 

 
 改正農地法施行後は従来の標準小作料制度が廃止され、新たに農業委員会が過去１年間に実際に 

締結された賃貸借契約の賃借料に関するデータにより、賃借料情報を提供することになります。 
 具体的には作目ごとの平均額、最高額、最低額、データ数を賃借料情報として提供します。 
 なお、利用期間中における借賃を「標準小作料」としている契約の借賃については、施行日以降 

効力がなくなります。該当する方は来年度以降の賃借料を契約当事者間で決めてください。 

農 地制 度が 変わ りま す！ 

改正のポイントは・・・ 

 
新たな賃借料
情報は別にお
知らせいたし
ます。 
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ＪＡかさやの農業者年金の
ＰＲ記事を見て加入を決めま 
した。 
義父が旧制度に加入してい 

ますので、農業者年金のこと 
は知っていました。 
やはり今後のことを考える 

と、国民年金だけでは不安に 
なり、加入しました。 

投資信託とかの話もありま 
すが、素人なのでわかりませ 
んし、何より農業者年金は 80 
歳まで保証されていますし、 
社会保険料控除の対象になる 
ということが一番の決め手で 
した。 
自分で掛けたものを取り返 

すという感じでしょうか。 
 

後継者クラブの会合等でパ
ンフレットをもらったり、説
明を受けましたが、そのとき
には余裕がありませんでし
た。 

国民年金だけでは不安にな
り、そろそろ「個人年金を」
と考えたとき、認定農業者に
は保険料の補助があるという
ことで、農業者年金の加入を
決めました。 
補助も年齢によって変わる

ということで、今ではもっと
早くから入っておけばよかっ
たなぁと思っています。 

これだけは言いたい。 

 

        
        農業者年金は平成１４年から積立方式に変更されました。 

新制度になって加入されたお二人を訪問し，お話をお伺いしました。 

 

 

 

 

 

 

  中島にお住まいの                    玉島八島にお住まいの 

   塩津富美枝さん                   難波 篤司さん                    

   

 

 

 

 

                     

 農業者年金に加入しませんか？  老後生活への備えは大丈夫ですか？ 

  国民年金第１号被保険者で       年金は家族一人ひとりについて 

  年間６０日以上農業に従事する     準備することが大切です。 

  ２０歳から６０歳未満の方なら     国民年金の上乗せ年金として 

  どなたでも加入できます。     農業者年金考えてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
町の本屋さんでは売っていません！！ 

農地や農業経営、農政などに関する実務書や解説書、

リーフレットをはじめ、農業を始めたい人、農業や食

に関心を持つ人のための書籍などを取り揃えており

ます。 
全国農業図書のホームページ： 
http://www.nca.or.jp/tosho/ 

 全国農業新聞を購
読してみませんか 

（毎週金曜日発行 

B3 版 8～10 頁建  

購読料：月 600 円 

[送料、税込み]）  
全国農業新聞は経営とくらしに役立つ農業総合専門

紙として高い評価を受けています。 
全国農業新聞のホームページ： 
http://www.nca.or.jp/shinbun/index.php 

お申し込みまたは，見本紙を見てみたいという方は農業委員会事務局までお気軽にご連絡下さい。

 

農業者年金は、

若いときから 
入っておく 
べきです！ 

ご
夫
婦
で
、
お
米
づ
く

り
と
野
菜
作
り
に
精

を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
社
勤
め
か
ら
一
転
、

桃
の
専
作
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
値
段
を
つ
け

て
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。 

今
年
10
月
矢
野
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
し
て
い
ま
す
か
？ 

 
 

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

は
、
選
挙
権
の
あ
る
人
の
申
請
に
よ
り

毎
年
作
成
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は

必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
対
象 

… 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人 

①
10
㌃
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕

作
を
営
む
人 

②
①
の
同
居
親
族
・
配
偶
者
で
、
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
人 

③
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た

は
社
員
、
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人 

□
申
請
方
法 

… 

前
年
度
登
載
者
あ
て

に
12
月
中
ご
ろ
郵
送
ま
た
は
農
家
組
合

長
を
通
じ
て
登
載
申
請
書
が
配
布
さ
れ

ま
す
。
１
月
８
日
(金)
ま
で
に
農
業
委
員

会
事
務
局
、
各
支
所
ま
た
は
農
協
へ
提

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
登
載
申

請
書
が
届
か
な
い
人
は
お
問
い
合
わ

せ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

… 

本
庁
農
業
委
員

会
事
務
局
☎
４
２
６
‐
３
８
９
５
、
本

庁
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
４
２

６
‐
３
８
７
５ 
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農
業
者
の
代
表
と
し
て
農
地
を
守
り
、
有
効
利
用
す
る
た
め 

広
範
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
農
業
委
員
の
日
頃
の
活
動
を

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

倉敷市福田・連島地区は岡山県南を代表するショウガの産地

です。砂地のためショウガの栽培に適しているそうです。 

取材に訪れたのは７月中旬。１７歳からショウガ栽培をされ

ている石井一夫委員の連島町鶴新田のほ場です。収穫間近のシ

ョウガがあると案内されたハウスには１．５ｍほどの背丈で

青々とした笹のような葉が生い茂っていました。これがショウ

ガ？恥ずかしながら初めて生えているところを拝見しました。

掘っていただいたショウガは爽やかな香りが漂い、大きな株で

した。ハウスには地中にパイプを通して５０℃の温水を流す

「地中加温」これにより経費を通常の半額に抑えているそうで

すが、農地が市街化区域にあるため、固定資産税の負担が大き

いのが悩みの種だそうです。現在はお子さんが主でされてお

り、奥さんと共に家族経営をされています。また、平成１９年

には「くらしき農業塾」で講師をされるなど担い手の育成にも

貢献されています。 

 数ヶ月

 倉敷市藤戸地区。藤戸寺からほど近いこの地で食育ヘの取り

組みをされている石原健平委員。きっかけはご自宅近くの池か

ら水溜りへ上ってくるザリガニについてお孫さんが書いた作

文「ザリガニがいる秘密の場所」でした。以来１０年、地元の

小学生を中心に食育活動をされています。 

 この日は天城小学校３年生１８名が総合学習の授業で訪れ

ていました。案内されたブドウハウスの中でブドウ作りの大変

なところや果物の収穫時期などを熱心に質問する生徒たち。 

時折り「すご～い！」と驚きの声。今が旬のビワを試食させ

ていただいた子どもたちは大満足。マスカットやナシも見学し

て授業が終了しました。「果物の事を教えてくださってありが

とうございました。」と子どもたちの笑顔が印象的でした。子

供たちとのふれあいが活力の源なのでしょうか。 

ブドウ、ビワ、ミカン、ナシなど約１００本を栽培。まさに

果物パラダイス！その全てが自家消費というから驚きです。 

 

 

石原健平委員（藤戸） 

石井一夫委員（水島） 
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農
業
委
員
会
が
主
催
す
る
会
議
等 

倉
敷
市
農
業
委
員
会
が
計
画
す
る
研
修
・
事
業
等 

平
成 

年
度
農
業
委
員
会
事
業
計
画
を 

決
定
し
ま
し
た
。 

21

 

 

 

 

市
議
会
推
薦
委
員 

農
業
協
同
組
合
推
薦
委
員 

① 

総
会 

定
期
総
会
は
毎
年
度
１
回
開
催 

② 

農
地
部
会 

毎
月
１
回
開
催 

③ 

農
政
部
会 

毎
年
度
１
回
以
上
開
催 

④ 

地
区
協
議
会 

毎
月
１
回
開
催 

・
各
担
当
地
区
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル 

・
農
業
委
員
活
動
の
検
討
、
学
習
会 

・
認
定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し 

⑤ 

運
営
委
員
会 

 

⑥ 

和
解
の
仲
介 

 

① 

先
進
地
視
察
研
修 

 

・
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
、
農
業
委
員
会
活
動

等 
 
 
 

 
 

 

② 

耕
作
放
棄
地
対
策
事
業 

 
 

 
 

・
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
年
１
回
実
施
） 

・
利
用
権
設
定
（
年
間
目
標
80
㌶
） 

・
農
地
利
用
意
向
調
査
の
実
施 

③ 

農
業
者
年
金
加
入
推
進
事
業 

・
目
標
：
５
名
確
保 

・
個
別
訪
問
に
よ
る
加
入
推
進 

④ 

情
報
提
供
活
動 

・
農
業
及
び
農
業
者
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業 

（
農
業
委
員
会
法
第
６
条
第
２
項
第
５
号
） 

・
農
業
委
員
会
だ
よ
り
発
行
事
業 

・
全
国
農
業
新
聞
普
及
事
業 

・
全
国
農
業
図
書
普
及
事
業 

⑤ 

農
地
相
談
事
業 

・
農
地
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
農
業
委
員

が
各
支
所
及
び
出
先
機
関
に
出
向
し
、
直
接

相
談
に
応
じ
る
。 

⑥

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
審
査 

矢野 秀典 
農 政 

原田 龍五
農 地 

難波 朋裕
農 地 

眞田  護 
農 政 

岡山西 
大山 雅之 
農 地 

今
年
度
新
た
に
農
業
委
員
に 

な
ら
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

倉敷市北部に位置する真備地区を代表する特産物と言えば「た

けのこ」、「まびのたけのこ」として倉敷ブランドにも認定されて

います。取材に訪れたのはたけのこの最盛期の４月下旬。 

三宅惠士委員が所有されている 6,000 ㎡のよく整備された竹

林には心地よい風が吹いていました。 

「つき」という道具を使い、いとも簡単そうに掘り出されてい

きます。以前たけのこ掘りを体験したことがありますが「つき」

を使いこなすのは難しく、斜面に生えているたけのこを掘る作業

はとても重労働でした。最盛期には午前中３時間で 1,000 ㎡（1

反）が作業の限度とおっしゃいます。季節労働ですが、若い力の

必要性を感じました。収穫後たけのこは箱詰めされ、その日のう

ちに出荷されます。ご自身も所属されている、たけのこ生産組合

では理事をされており、毎年４月には「筍まつり」を開催するな

ど、たけのこの振興に貢献されています。 

この時期真備の沿道では朝掘り・ゆでと書かれた看板を立てた

テントでたけのこを販売しています。 

箭田のたけのこは色白でやわらかいと評判です。 

三宅惠士委員（真備） 

ヨイショッ!!と掘り出された 

たけのこは奥様が運搬 

平
成
21
年
２
月
５
日
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
21
年
６
月
30
日
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 
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伊
東
市
長
に
建
議
書
・
要
望
書

を
手
渡
す
石
原
農
政
部
会
長
と

農
業
委
員
会
役
員
並
び
に
議
会 

推
薦
委
員 

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年

10
月
７
日
に
農
政
部
会
（
部
会
長

石
原
健
平
委
員
）
を
開
催
し
、
市

街
化
区
域
内
農
地
の
固
定
資
産
税

高
額
負
担
に
対
す
る
軽
減
に
つ
い

て
建
議
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
同

日
倉
敷
市
長
に
対
し
、
建
議
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、「
①
10
㌃
当
た
り
の
固

定
資
産
税
額
が
10
万
円
を
超
え
る

よ
う
な
田
で
は
、
収
入
か
ら
必
要 

経
費
を
支
払
う
と
税
金
分
に
も
満 

た
な
い
た
め
、
農
業
経
営
が
成
り 

正
に
伴
い
、 

農
業
委
員
会
の
担
う

許
認
可
等
の
業
務
と
役
割
が
質
量

と
も
に
増
大
す
る
た
め
、
農
業
委

員
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
体

制
整
備
を
要
望
し
た
も
の
で
す
。 

こ
れ
に
対
し
、
伊
東
市
長
は
、 

「
法
律
が
で
き
て
か
ら
、
か
な
り 

の
年
数
が
経
っ
て
お
り
、
ま
た
、 

農
業
関
係
の
制
度
全
般
の
問
題
も 

あ
り
、
固
定
資
産
税
の
問
題
は
す 

ぐ
に
答
え
を
と
い
う
の
は
難
し
い 

も
の
が
あ
り
ま
す
。
農
業
委
員
会 

か
ら
引
き
続
き
関
係
方
面
へ
の
働 

き
か
け
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と 

思
い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

立
つ
よ
う
な
課
税
方
法
に
改
め
て 

欲
し
い
。
②
農
地
は
農
業
生
産
機 

能
の
ほ
か
、
環
境
保
全
、
大
雨
時 

の
保
水
能
力
の
確
保
な
ど
防
災
機 

能
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な 

農
地
の
多
面
的
機
能
を
考
慮
し
て 

農
地
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
税
負 

担
を
考
慮
し
て
欲
し
い
。
」
と
い
う 

も
の
で
す
。 

ま
た
、
建
議
と
あ
わ
せ
て
新
農 

地
制
度
の
施
行
に
伴
う
農
業
委
員 

会
の
体
制
整
備
等
の
要
望
を
行
い 

ま
し
た
。
こ
れ
は
農
地
法
等
の
改 

【主な栽培品種は？】 

カーネーションとキンギョソウです。 

【認定農業者にはいつから？】 

２０歳頃から本格的に農業を始め、平成 12 年に認定農業者

になりました。 

【認定農業者になって良かった点は？】 

 認定農業者制度により「認められている」という自負ができ

 たことと、税金等セミナーの案内をいただき、情報を入手す

る機会が増えたことです。 

【経営で工夫している点は？】 

 市場出荷以外にＪＡの朝市に出荷しています。またハウスの

ビニールを５～10 年使用できる耐久性のあるものを多く使

用しています。 

【認定農業者の支援策で望むことは？】 

 「自分で直接販売をしたい」と考えているのですが、そのた

めのノウハウを学べるセミナーが受講できるといいなぁと 

考えています。 

【ズバリこれが言いたいということは？】 

 農地が市街化区域内なので、固定資産税の高額負担が悩みの

タネです。近所で農業をしているのもウチだけになっている

と思います。農業ができるような税負担にしていただけると

いいなぁと思います。 

松尾 博之さん（市内新田）

 

このコーナーはリレー形式で認定農業者をご紹介します。

松尾さんは倉敷市役所本庁舎 

近くのハウスで施設花き専作・

販売をされています。 

倉敷市では認定農業者を募集しています。 

「倉敷市農業経営基本構想」に適合した（年間農業所得 500
万円程度、年間労働時間 1900 時間程度等）農業経営改善計
画であれば、性別、年齢、専業・兼業の別、営農の種類を
問わず認定を受けることが可能です。なお、水稲を作付さ
れている方は、生産調整に取り組むことが必要です。認定
農業者には、機械設備などの低利資金の融資、経営相談・
研修などの支援策があります。 

 詳しいことは市農林水産課４２６－３４２５へ 

♪次号№23 は松尾さんからご紹介いただいた方を 
ご紹介する予定です。 

 

市
街
化
区
域
内
農
地
の
固
定
資
産
税
高
額
負
担
に
対
す
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 平成 20 年及び平成 19 年の管内農地の移動状況は以下のとおりです。（単位：a） 

第３条 第４条 第５条 第 20 条     種  別

年次別 件数 面積 件数 面積 件数 面積 件 数 面 積

平成 20 年 257 2,920 380 1,958 991 4,217 112 1,193

平成 19 年 285 3,022 345 1,777 999 4,727 124 1,200

増減 △28 △102 35 181 △8 △510 △12 △7

※ 第３条は耕作目的の農地の権利移動、第４条は農地の自己転用、 
   第５条は農地転用するための農地の権利移動，第 20 条は賃貸借解約 

農地の移動状況について 
くらしき農業委員会だよりのレイア
ウトをリニューアルしました。 
いかがだったでしょうか。 
皆さんのご意見をお待ちしています。 
なお、本紙の印刷は身体障がい者授産
施設くれたけ荘にお願いしました。 
 
編集委員 
池田義朗 貝原良幸 木村敏雄 
花巻修二 藤原末廣 堀 幹宏 
光田 稔 三宅惠士 

special thanks M×3 
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